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所
信
表
明

歳
出
で
は
、
平
成
30
年

10
月
か
ら
生
活
保
護
費
の

算
出
方
法
が
変
更
と
な
る

こ
と
に
伴
う
生
活
保
護
シ

ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る
経

費
の
増
額
等
で
す
。
歳
入

と
し
て
は
、
歳
出
に
対
す

る
不
足
額
と
し
て
、
前
年

度
繰
越
金
を
見
込
ん
だ
も

の
で
す
。

質　
疑

Ｑ

活
保
護
事
務
費
、

生
活
扶
助
基
準

「
高
規
格
救
急
自
動
車
」

の
取
得
に
伴
い
、
議
会
の

議
決
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

質　
疑

Ｑ

規
格
救
急
自
動

車
の
性
能
は
。

Ａ
　
救
急
救
命
士
が
高

度
な
救
命
処
置
を
行
う

た
め
に
傷
病
者
収
容
部

分
及
び
救
命
資
機
材
収

納
庫
を
拡
大
し
た
車
両

で
、
救
急
救
命
士
が
立

っ
て
作
業
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た

め
市
販
車
両
と
比
較
し

て
車
両
サ
イ
ズ
が
大
型

20
年
ぶ
り
に
市
長
が
交

代
し
た
今
定
例
会
は
、
開

会
日
を
繰
り
上
げ
、
単
独

の
日
程
と
し
て
、
５
月
23

日
に
所
信
表
明
、
ま
た
、

こ
の
所
信
表
明
に
対
す
る

総
括
質
問
を
６
月
７
日
に

行
い
ま
し
た
。

所
信
表
明
で
は
、
市
長

が
、
市
政
運
営
に
対
す
る

基
本
姿
勢
と
基
本
方
針
、

６
月
定
例
会
は
５
月
23
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の

34
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
24
件
の
議

案
等
を
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
議
案
に
対
し
延
べ
４
人
の
議
員
が
質
疑
し
、

議
案
１
件
に
対
し
２
人
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し

た
。４

日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議
員

が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。の

引
き
下
げ
に
よ
る
市

内
の
対
象
者
数
と
影
響

額
は
。

Ａ
　
単
身
世
帯
に
つ
い
て

は
全
世
帯
で
減
額
と
な

り
、
現
段
階
で
は
、
対

象
世
帯
数
は
受
給
世
帯

全
体
（
１
７
９
７
世
帯
）

の
約
７
割
に
当
た
る
１

２
３
７
世
帯
と
な
る
。

１
ヵ
月
の
影
響
額
は
、

世
帯
平
均
で
１
０
５
６

円
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。な
お
、２
人
世
帯（
２

６
０
世
帯
）
に
つ
い
て

は
全
世
帯
で
増
額
と
な

り
、
３
人
以
上
の
世
帯

（
98
世
帯
）に
つ
い
て
は
、

世
帯
員
の
年
齢
構
成
に

よ
っ
て
減
額
に
な
る
場

合
と
増
額
に
な
る
場
合

が
あ
る
。

6月
定例会
6月
定例会

平成30年

5月23日～
　6月25日

主
な
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

生

高

▲所信表明をする菅原文仁市長（５月 23 日）

な
ら
び
に
「
９
つ
の
挑
戦
」

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

（
広
報
戸
田
市
７
月
１
日

号
参
照
）

ま
た
、
総
括
質
問
で
は
、

１
人
会
派
も
含
め
６
人
の

会
派
代
表
が
、
所
信
表
明

に
対
し
て
考
え
を
た
だ
し

ま
し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
～
７

ペ
ー
ジ
参
照
）

※
議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

「
総
括
質
問
っ
て
、
な
あ

に
？
」（
16・17
ペ
ー
ジ
）も
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新市長就任
所信表明に臨む！

と
な
り
、
車
体
は
ハ
イ

ル
ー
フ
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。

《
結
果
》
原
案
可
決

(

全
員
一
致
）
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永 年 勤 続 議 員 表 彰
おめでとうございます

毎年、全国市議会議長会の定期総会において、地方自治に
永年貢献された市議会議員に対して表彰が行われます。
３０年度は、花井伸子議員が２５年表彰を、また、斎藤直子
議員が１５年表彰を受賞されました。

岩
谷　

務　

氏（
新
任
）

《
結
果
》
い
ず
れ
も
同
意

(

全
員
一
致
）

【
人
事
案
件
】

秋
山　

純　

氏（
新
任
）

主
な
議
案

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

副
市
長

公
平
委
員
会
委
員

生活保護システム改修に
必要な経費

国の生活保護基準額の見直しは、一般低所得
世帯の消費実態との均衡を図るため、激変緩和措
置を講じて、３年間をかけて行われる。　　　　
　また、子どもの健全育成を図るために、生活保
護費の加算対象年齢が拡大されることもあり、適
正な見直しであると考える。
この補正予算は、国が定める基準に従って、基
準額の見直しに対応するもので、生活保護システ
ムの改修にかかる必要な経費である。

《結果》原案可決（賛成21 対 反対４）

賛
成

討
論　
一 

般
会
計
補
正
予
算

市民の生活を
守る立場にあるべき

今年 10 月からの生活保護基準額の引き下げは、
本市の生活保護受給世帯の約７割に影響が及び、
３年間で５％もカットされる。生活保護基準は、
全ての国民の文化的で最低限度の生活を守る基
準となるもので、生活保護受給者だけの問題では
ない。住民税非課税世帯の基準が下がり、今まで
無税だった人が課税となる他、利用料や減免制度
など多方面に大きな影響が及ぶ。基準は引き上げ
るべき。地方議会は「仕方がない」ではなく、国
に対し市民の生活を守る立場で意見を上げるべき。

反
対

花井　伸子 議員 斎藤　直子 議員

花
は な い

井　伸
の ぶ こ

子 議員浅
あ そ う

生　和
かずひで

英 議員

意
見
書(

議
員
提
出
議
案)

を
国
・
政
府
に
提
出

◇
日
本
年
金
機
構
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

日
本
年
金
機
構
が
デ
ー

タ
入
力
を
委
託
し
た
業
者

の
入
力
漏
れ
と
入
力
誤
り

に
よ
り
源
泉
徴
収
額
に
誤

り
が
発
生
し
た
等
、
莫
大

な
個
人
情
報
を
管
理
す
る

機
関
が
情
報
問
題
を
引
き

起
こ
し
た
こ
と
は
、
年
金

制
度
や
個
人
情
報
保
護
制

度
の
信
頼
を
損
ね
る
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
機
構
は
、

信
頼
回
復
の
た
め
に
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を

抜
本
的
に
見
直
す
よ
う
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

◇
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る

不
妊
手
術
の
被
害
者
救
済

を
求
め
る
意
見
書

　

旧
優
生
保
護
法
は
、
知

的
障
が
い
や
精
神
疾
患
を

理
由
に
、
本
人
の
同
意
が

な
く
て
も
不
妊
手
術
を
認

め
て
い
た
。
本
人
の
意
思

に
反
し
て
手
術
が
施
さ
れ

た
と
す
れ
ば
、
人
権
上
問

題
が
あ
る
。
同
様
の
不
妊

手
術
を
行
っ
て
い
た
ド
イ

ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、

当
事
者
に
対
す
る
補
償
等

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。
旧
法
の
も
と
で
不
妊

手
術
を
受
け
た
障
が
い
者

ら
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

我
が
国
に
お
い
て
も
早
急

な
救
済
措
置
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

◇
ヘ

※

ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら

な
る
普
及
推
進
を
求
め
る

意
見
書

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
お
よ
び
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
は
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
す
る
人
が

所
持
・
携
帯
し
て
い
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の

人
が
理
解
し
て
い
な
い
と

意
味
を
持
た
な
い
た
め
、

今
後
は
、
そ
の
意
味
を
広

く
国
民
全
体
に
周
知
し
、

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
政
府
に

お
い
て
は
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
あ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

及
び
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
さ
ら

な
る
普
及
推
進
を
図
る
た

め
の
事
項
に
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

※ヘルプマーク……義足や人工関節を使用している人、内部障がいや難病の人、または妊娠初期の人など、外見からは容易に
判断が難しいハンディキャップのある人が、周囲に援助や配慮が必要であることを知らせるマーク。


